
き し わ だ 議 会 だ よ り３ 一般質問

「
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
を
も
う
一
度

殿
本　

マ
リ
子
(
に
じ
の
会
)

　

「
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
i
ｎ
き
し
わ
だ
２
０
２
２
」
は
、
市
制
施
行

１
０
０
周
年
事
業
と
し
て
開
催
し
、
市
の
花
を
「
ば
ら
」
に
制
定
す

る
都
市
が
本
市
を
訪
れ
、
祝
賀
事
業
に
花
を
添
え
て
く
れ
た
。
市
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
の
花
「
ば
ら
」
を
市
制
施
行
60
周
年
に
選
定
し
、

80
周
年
に
は
市
民
公
募
に
よ
り
、
愛
称
を
「
だ
ん
じ
り
囃

ば
や
し`

02
」
に

決
定
し
、
公
共
施
設
に
植
え
市
民
と
共
に
普
及
し
て
い
く
と
宣
言
し

て
い
る
。
し
か
し
、
20
数
年
経
過
し
た
今
、ま
ち
は
落
書
き
ば
か
り
で
、

ば
ら
を
見
る
こ
と
は
な
く
、
市
の
施
設
に
も
植
え
て
い
な
い
。
市
の

イ
メ
ー
ジ
は
ま
ち
の
景
観
で
あ
り
、
楽
し
い
ま
ち
で
な
け
れ
ば
人
は

訪
れ
な
い
。
再
度
、
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
に
挑
戦
し
、
市
民
と
市

が
一
緒
に
「
ば
ら
の
ま
ち
」
を
創つ

く

る
べ
き
で
あ
る
。

本
市
の
移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
我
が
国
の
人
口
減
少
問
題
は
、
本
市
も
例
外

で
は
な
く
、
現
在
人
口
減
少
と
、
ま
ち
の
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
状

況
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
全
国
の
自
治
体
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
の
向
上
や
Ｐ
Ｒ
に
力
を
注
い
で
い
る
。
本
市
も
新
た
な
転

入
希
望
者
向
け
の
取
り
組
み
や
、
既
存
住
民
の
満
足
度
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
外
国
人
転
入
者
に
向
け
た
、
転
入

手
続
き
の
際
に
配
布
し
て
い
る
生
活
に
関
わ
る
資
料
に
つ
い
て
、
日

本
語
に
精
通
し
て
い
な
い
外
国
の
方
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
多
言
語
化
対
応
を
求
め
た
。

！

未
来
を
見
据
え
た
学
校
給
食
の
あ
り
方
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

　

地
元
産
食
材
を
学
校
給
食
へ
活
用
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

食
へ
の
関
心
を
育
み
、
地
域
の
農
漁
業
の
振
興
に
も
繋つ

な

が
る
と
提
案
。

Ｊ
Ａ
や
納
入
業
者
と
の
連
携
強
化
を
す
る
こ
と
で
、
課
題
の
供
給
量

と
価
格
の
安
定
化
を
図
る
。
ま
た
、
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
児
童
へ
の
配
慮

を
踏
ま
え
、
国
の
栄
養
基
準
お
よ
び
学
校
給
食
法
に
準
じ
た
米
飯
時

の
牛
乳
提
供
の
代
替
品
案
な
ど
や
、
地
域
の
食
文
化
を
尊
重
し
た
給

食
の
あ
り
方
へ
の
再
検
討
を
要
望
し
た
。　

「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
岸

和
田
」
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
奨
励
金
は
他
市
に
比
べ
て
低
く
、
交
付

方
法
も
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
直
接
交
付
の
導
入
や
金
額
の
見
直
し

に
加
え
、
推
薦
漏
れ
を
防
ぐ
選
手
把
握
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
提
案
。

市
か
ら
は
、
制
度
改
善
と
情
報
把
握
に
努
め
る
と
の
答
弁
を
得
た
。

！

高
齢
化
社
会
の
問
題
対
応
、
出
産
と

出
産
ケ
ア
に
つ
い
て

　

現
代
で
は
高
齢
の
ご
夫
婦
だ
け
や
、
お
一
人
で
生
活
さ
れ
る
方
が

増
加
し
て
お
り
、
日
常
生
活
で
病
気
や
様
々
な
問
題
が
生
じ
た
時
、

当
事
者
へ
の
対
処
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
福
祉
や
医
療

関
係
従
事
者
、
知
り
合
い
な
ど
へ
の
連
絡
先
を
準
備
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か
国
の
動
向

を
注
視
し
、
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
こ
の
問
題
の
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。　

日
本
全
体
に
お
い
て
出
生
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
産
科
病
院
も
減
少
し
て
い
る
。
岸
和
田
市
に
お
い
て
産

科
は
岸
和
田
市
民
病
院
と
徳
洲
会
病
院
に
の
み
あ
る
。
岸
和
田
市
に

と
っ
て
も
産
科
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
産
後
ケ
ア
等
は
病
院
と
助

産
院
が
連
携
し
妊
産
婦
に
と
っ
て
よ
り
充
実
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

学
校
だ
け
で
な
く
生
理
用
品
の
ト
イ

レ
設
置
が
当
た
り
前
の
社
会
に

　

昨
年
度
、
危
機
管
理
課
か
ら
の
備
蓄
品
の
活
用
の
範
囲
で
、
市
内

約
半
数
の
小
中
学
校
で
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
設
置
が
実
施
さ
れ
た
。

保
健
室
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
困
り
ご
と
を
把
握
す
る
の
が
「
当
た

り
前
」
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
が
、
保
健
室
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
付

き
で
実
施
に
踏
み
込
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

　

「
生
理
の
貧
困
」
は
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
上
し
た
問
題
で
あ
る
が
、
女

性
だ
け
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
「
当
た
り
前
」
と
せ
ず
、
社

会
全
体
で
母
性
を
護ま

も

り
、女
性
が
安
心
で
き
る
社
会
が
「
当
た
り
前
」

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
校
だ
け
で
な
く
、
公
共
施
設
を
は

じ
め
至
る
と
こ
ろ
で
「
当
た
り
前
」
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同

じ
よ
う
に
、
生
理
用
品
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
関
係
部
局
に
要
望
し
た
。

田
治
米
畑
町
線
の
工
事
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て

　

今
回
の
予
算
で
は
、
府
道
春
木
岸
和
田
線
か
ら
星
和
上
松
台
ま
で

の
区
間
約
７
３
０
メ
ー
ト
ル
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
道
路
整

備
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
工
事
期
間
中
や
開
通
後
の
車

の
流
れ
の
変
化
な
ど
、
周
辺
住
宅
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
、
周
辺
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
工
事
に

当
た
っ
て
は
、
家
屋
調
査
や
道
路
埋
設
物
へ
の
影
響
(
水
道
管
・
下

水
道
管
)
に
つ
い
て
の
対
策
も
行
い
、
道
路
開
通
後
の
横
断
歩
道
や

信
号
機
な
ど
安
全
対
策
に
つ
い
て
十
分
協
議
を
行
い
、
周
辺
住
民
へ

の
説
明
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
。
ま
た
、
開
通
後
の
車
の
交
通
量
の

変
化
に
伴
い
、
早
急
に
次
の
道
路
計
画
、
大
宮
常
盤
線
の
田
治
米
畑

町
線
へ
の
延
伸
を
図
る
こ
と
。　

！

人
事
評
価
制
度
改
革
に
つ
い
て

　

全
国
的
な
人
材
不
足
の
な
か
、
岸
和
田
市
役
所
で
も
優
秀
な
人
材

の
採
用
・
定
着
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
本
市
の
人
事
評
価
制
度

で
は
評
価
に
差
を
つ
け
ず
、
処
遇
に
反
映
さ
れ
な
い
運
用
が
続
い
て

い
る
。
昨
年
９
月
議
会
で
の
指
摘
以
降
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
直
近
10
年
間
で
一
般
行
政
職
の
退
職
者
急
増
(
平
成
27
年

度
８
人
か
ら
令
和
６
年
度
38
人
へ
)
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
退

職
理
由
の
調
査
が
形
式
的
で
十
分
で
な
い
点
を
問
題
視
し
、
実
効
的

に
原
因
を
把
握
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
要
望
。
さ
ら
に
、
地
方
公
務

員
法
や
総
務
省
通
知
を
根
拠
に
人
事
評
価
を
給
与
・
昇
格
へ
活
用
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
繋つ

な

が
っ
て
い
く
「
頑
張
る
職
員
が
正
当
に

報
わ
れ
る
制
度
」
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
こ
と
を
強
く
要
望
し
た
。

！

国
民
健
康
保
険
(
外
国
人
被
保
険
者

の
実
情
と
課
題
・
特
定
健
診
)　

　

外
国
人
が
国
民
健
康
保
険
に
た
だ
乗
り
し
て
い
る
と
い
う
論
調
が

あ
る
が
実
態
は
異
な
る
。
本
市
で
も
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ
く
、
被

保
険
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
外
国
人
被
保
険
者
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
国
内
の
外
国
人
の
加
入
は
97
万
人
で
全
被
保
険
者
の
４
％
、

医
療
費
に
占
め
る
割
合
は
１
・
39
％
、
高
額
療
養
費
の
件
数
に
占
め

る
割
合
は
１
・
04
％
、
支
給
額
で
は
１
・
21
％
と
加
入
者
の
割
に
低

く
、
外
国
人
の
納
付
で
制
度
が
支
え
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

今
年
度
よ
り
特
定
健
診
に
心
電
図
が
加
わ
っ
た
。
本
市
の
心
疾
患

に
よ
る
死
亡
率
の
高
さ
を
改
善
す
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
た
め
、
そ

の
周
知
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
外
国
人
に
も
情
報
が
伝
わ
る
よ
う

健
診
案
内
を
多
言
語
対
応
に
す
る
こ
と
な
ど
の
改
善
を
求
め
た
。

！

暑
さ
対
策
、
人
材
活
躍
の
ポ
イ
ン
ト

制
度
に
つ
い
て

　

近
年
の
猛
暑
は
健
康
と
暮
ら
し
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
課
題
で

あ
り
、
暑
さ
対
策
は
分
野
横
断
の
取
り
組
み
と
し
て
、
施
策
の
方
向

性
を
示
す
旗
振
り
役
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

支
え
る
見
守
り
隊
へ
感
謝
と
敬
意
を
込
め
、
冷
却
グ
ッ
ズ
な
ど
季
節

支
援
の
充
実
を
求
め
る
。
学
校
に
は
冷
水
器
を
導
入
し
、
安
心
し
て

水
分
補
給
で
き
る
環
境
整
備
と
、
熱
中
症
予
防
の
観
点
か
ら
公
共
施

設
に
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を
設
け
、
生
活
動
線
に
沿
い
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
の
指
定
や
公
園
の
涼
み
ど
こ
ろ
の
充
実
を
図
る
こ
と
。　

ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
力
を
地
域
で
活い

か
す
た
め
、
活
動
機
会
の
創
出

と
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
誰
も
が
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を
加
速
す
る
こ
と
。　

！

小
西　

拓
槙
(
き
し
わ
だ
未
来
)

海
老
原　

友
子
(
日
本
共
産
党
)

田
中　

市
子
(
日
本
共
産
党
)

藤
原　

豊
和
(
大
阪
維
新
の
会
)

西
田　

武
史
(
次
世
代
政
策
会
議
)

岸
田　

厚
(
日
本
共
産
党
)

南　

加
代
子
(
公
明
党
)

！！

京
西　

且
哲
(
次
世
代
政
策
会
議
)

！
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そ
の
他
の
質
問　

〇
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
に
つ
い
て


